
№ テーマ

会社・事業所名（フリガナ） 発表者名（フリガナ）

株式会社　豊田自動織機
カブシキガイシャ　トヨタジドウショッキ

田河
タガワ

　将太
ショウタ

　　　　サ　ー　ク　ル　名　（ フリガナ ）

物流 （ ブツリュウ ）

2001年01月

13 名 内　・ 外・ 両方

37.3 歳（ 最高　56　歳、最低　30　　歳 ） 2 回

 本テーマで　　5　件目  社外発表　　1　件目 2 時間

2023年　2月　～　2023年　　　9月 12 回

繊維機械事業部製造部製造課 物流 勤続 10年

ＱＣサークル紹介
発 表 形 式

プロジェクタ

本 部 登 録 番 号 69-100 サ ー ク ル 結 成 年 月

本 テ ー マ の 活 動 期 間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 １回あたりの会合 時間

私達が働く『繊維機械事業部』はトヨタグループのルーツで、佐吉翁(おう) による

自動織機の発明から始まりました。

創業以来の事業である 繊維機械部門は、紡機および織機の開発・生産・販売を一

貫して行い、世界市場へと送り出しています。

特に織機の主力製品である エアジェット織機は、世界シェアNo.1 を誇っています。

塗装品運搬時における落下キズ件数の低減
～ まごころを込めて部品を届けます～
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私達『   ー ル』は、製造部 製造   に所属し、   では 3つの があり、

 回は、   「    品の    」についての報告です。

   ー ルは、13 で、    39.5  ー ル  ルはBゾー で、Aゾー を 指し

 動しています.   ーの   からは、    と  のスキルUPが   可欠です.

 ー ル  では、QC  と   力が く、  ルUPが  です。

そ で  ー ル  ルの底 げを図るために、    と  が アに り

  参加・   動で進めていく とにしました。

   の  は 慢性的に発生しており その都 、     に  して らうため、

後  に迷惑を掛 ています。 らに    から 『いつか人に 危害が及ぶか  』 との

声 あり   ス に 影響し、優先  が い とから

 ー を『  品   にお る  キズ    の  』に 決 しました。

み  の困り事を い出し  を付 、      ー ル  で  しました。  し

た結果,   に  品が  すると、キズが付 、   業が発生します。

前  の      に多  迷惑を掛 てしまっている為、早 に対策すべく、 

   ・     に 繋がる とから、『   の  品の  に困っている』 が1 

と り 取り げる とにしました。

  品   業の  を説明します。    から    に部品を  る。

    から出て た  品  をエ  に ットして   する。

  品 場に  する。   タ   グで  品を  に  する。

  らの供給   ルを都 行っています。

トソウヒンウンパンジニオケルラッカキズケンスウノテイゲン

マゴコロヲコメテブヒンヲトドケマス

skm-bpo06
テキストボックス
306



  でEDP部品の役割を説明いたします。

EDP部品は、EDP   を  る柱の部品でEDP   とは縦糸に緯糸を圧縮空気で

飛ばす際に   糸を測り、   分貯めておく  です。

EDP   の が増 るとその分EDP部品  く ります。

EDP部品の    の  

EDP部品の    で供給している部品は スタ  と  ーの2種類です。

1つの  で2種類の部品を  しています。

現状の把握

パ ート図で   に  した部品を見てみると・・

EDP部品がい ば   している とが 分かりました。

次にEDP部品の  発生状況と    を調査してみる とにしました。

  発生状況は「左折 の  」、「発進 の  」   ーフの対応  と    で

560分 膨    を している とがわかり、  に換算すると 半 で  30,800

掛かっている とが分かりました。

   ス だ で く 関係部署の負担軽 のために 直 に対策が  だと分かりました。

次に、   部にある、スタ   場の   の い出しをしました。

    が  から  品 場に着くまでに、ア  ル ブ ーキによって、少しずつ  の

 で滑る とがわかりました。 際に  品 場に着いた  で、   で

  30ｍｍ～20０ｍｍほど 後 にず ている とが確認出来、約300ｍｍ

ズ ると  する とが分かりました。

2022 7月から12月のEDPスタ  と  ーの  5 を2023 2月～9月末までに

5 を0 に  設 の根拠は、  による災害の防止、  ・  に迷惑を

掛  い為。

 動計画は のように計画し、

困った は、  ・    でフ ローし い、9月末までに  了を 指します。

特性 因図で 因を い出し 設備から、『  部署が明確で い』を  因1、

 からは、『部品が重くて   』を  因2、

2つを重  因として、仮説を 設 し検証しました。

 因1：  部署が明確で い

  部署が明確で いから固 具が統一  てい いのでは？

と言う仮説を て検証しました。     の  部署が まってい いから、

固 具が破損した にその部署が応 処 をし

妥当 モノで まか っていたので固 具が統一  ておらず、外  すい とが分かりました。
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 因2:部品が重くて   

部品が重くて    だからズ るのでは？ と言う仮説を て検証しました。

  ・重 の異 る ストピースを使用し,普段通り  し、検証した結果、部品の重 が

重いほど後 に  くズ る とが分かりました。

 因1，２は

仮説が  し,特性に影響を与 ている為、

真の 因と判 し対策案の検討を行う とにしました。

  部署が決まってい い  因1に対して、困っていたと ろ

副世話人から 一枚の割ら た 窓ガ スをそのままにしておくと、

 らに割ら る窓ガ スが増 、 がて町  が荒廃する割 窓 論を

教 ていただいた。

まず、  の  部署を   に め、部品だ で くそ を ぶ    に 

 因3:停止箇所が多い

停止箇所が多いから ズ てしまっているのでは？と言う仮説を て 検証しました。

  ・重 の異 る ストピースを使用し、   の停止回 に応 て検証した結果、

   の停止回 を重ねるほど、ズ 幅が  く り、  する ス が  く る とが

分かりました。

対策案 、固 具が統一  てい い 因に対し、対策案を   ーで い出した。

  の結果『   ターパ プで開閉式ストッパーを制 する』を 採用。更に、

具 的対策案を い出し   した結果、すべての対策案において、

   に懸念がある為、1週 ト  をする とにしました。

 因1の対策、対策案の段階で3種類のストッパーを製 し、ト  をした結果、

   に   そ かったが、前後  で 一枚ずつ  ーを使用するため、

一 型だと取り出し に他の  ーが倒 る ス がある とがわかりました。

結果 前後  の懸念を踏ま 、再対策を検討する とにしました。 効果は×。

再対策に行 詰って、  の鳥居  に相談したと ろ 『 っ掛 式はどうだ？』と

ア   スを頂 、具 的対策案と  をし、  っ掛 式を採用する とにしました。

対策①で出た前後  からの 懸念を踏ま 、 っ掛 式の独 ストッパーに  。

結果、  ーの   キズ 付く と無く、前後  で  に一枚ずつ使用出来、

対策案２、部品が   の 因に対し

対策案は、3つの案を出し  、『   部に滑り止めをほど す』を採用。

具 的対策で、  シートより 材質にゴ シートを採用しト  をする とにしました。
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５Ｗ Ｈを用いて  、品質、 準類等の   を見 る化し

後戻りし い仕 みをつくり、   ー  で共有しました。

振り返りで、 かった では、 動を通 てコ   ケーショ が図 、他部署を巻 込 で

   動がで 、   ー  で達 感を味わ た事です。

 後の進め は   ーの   力を らに    る為に、 的、ねらい、着眼 を

明確にして、 後  ー  ー を 切に、  で力を わ 、 が って   で

働  すい 場 くりを追及してい ます。
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穴  で固 して  で使用で る、  タッ  具、 付 て 『熊 く 』を製 。

あ らめずに 行錯誤した結果、スタ  を固   、    ずに  で 、

前後  に干渉 ずに、  を  する とが 出来たので  を対策②

とする とにしました。効果は 。

   決の糸口を見つ ら ずにいると、先輩から 『スタ  の穴を利用して、

固 する とは出来 いのか ？』 とア   スをいただ 、早 、調査をしてみると、

スタ  は 部で34種類。穴  は 干のズ はありますが、ほぼ    である とを

確認し、 の穴を有効 用する とにしました。漫画の『左 は添 るだ 』 をヒ トに

  で固 、取り外しが可  固 具をヒひらめ 、固 具を製 する とにしました。

   部に  シートで1 と った、ゴ シートを敷いて滑り止めをほど し、ト  を

した結果、  には適してい がら いざ使用してみると、前  の  で

鉄 溶接 にアースがと  い。後  の   で ゴ の劣化による ゴ 痕(  )が付

着し、外観の 具 が出る。と、前後  でそ ぞ の懸念が生ま 、

対策2の再対策を検討をする とにしました。効果は×。

対策前EDP部品の  が5 だったのが対策後 9月以降、  はありま  でした.

現在 再発は  ていま  。

   ス   ル   ル3 から 1 に  出来ました

２つの対策を  する事で  を達 。  効果は、半 で3万8百円です。

原 計算が出来 い為、  を破損  として 考 ました。

破損  を  で 、   の貢献に 繋がりました。

また、  の横展開において   済みです。

 動後は  と    が アで協力し った とにより、  の  がUP。

       のフ ローをする とで知識をより深める とが出来ました。

  の 後の 躍に期待です。

QC  、   力の  が がり、 ー ル  ル  の底 げを図る とが出来ました。

 

 ー ルの 力

 

 

 

 

明
 
 
働
 
 
 
 
 
 
 
場

     
 ー  ー で  を  る りある  た 

   ー    ー ル  

    まで
 うひとい だ  

 ー ル  ル

        
  の  

  

      

  
   

運 

        

  
  

  

 
 

   力
      

        

 ー  ー ー

    

 動の振り返り

 

  

 

     

対策の  

結果

 因 の対策

効果 ×

   部にゴ シートを
 し、ト  を  した結果 

                  る  に  

    
     

 品に     

   

    

  

    

対策の       

対策案 

 因 の再対策

対策案の検討

スタ  の穴を利用して固 
する事は出来 いのか  ？

とある  に
    漫画を
  でいた 、 と出て た
 シー の  フ・・

      る け  をヒ トに
  で固 、取り外しが可  
固 具を製 する とにした。

スタ  は 部で  種類
穴  は 干のズ はあるが、
ほぼ    にある とを確認。

 の穴を有効 用する とにした
材質  シート

     に        
      る  に   

                    
       る  に    く 

  く   く 

対策案の検討

     

対策の  

結果

 因 の再対策

スタ  と  を ッキ グ出来るアタッ   トを製 し、
  前に取りつ 、  後に取り外しをする為、
自  で 結出来る仕 みを った。

     に         
          落下   に運搬   
    に    に 落下      
   の         る  に   効果  

      
          
      

   ら
『     る け 
          

  る  』

穴  で固 して  で使用で る
  タッ  具を開発した。

      

 品にキズ      
に      る  

先生

対策の  
     

    の  

       に       品の落下 
 件   件に 低減           

               に低減    

効果の確認

部品   部品  

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
      月
担当   

 

  

  

  

  

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

   
      月～  
月
担当   

   低減 


